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信 使 饗 応食 （ 第 マ報 ）　 正 徳 信 使 饗 応 食 に み る 献

子 短 大　 Ｏ 大 坪 藤 代 香 川 県 明 善 短 大

立 構

秋 山

成

照 子

香 川 大 教 育　　 宮 川 金 二 郎

目 的　 江 戸 期 の 食 構 造 調 査 の 一 環 と し て 朝 鮮 通 信 使 饗 応 食 を 取 り 上 げ て 来 た か 、 前 報 ま

で の 饗応 は 、 ほ ぼ 前 例 を 踏 襲 し た 献 立 構 成 で あ っ た 。 し か し な が ら 正 徳 信 使 で は 来 聘 制 度

の 改変 に よ り 三 使 ～ 上 官 は 陸 路 毎 食毎 の 饗 応 食 が、 海 陸 路 併 せ て ５ か 所 の み の 饗 応 （ 五 所

路 宴 ） と 縮 小 さ れ た。 そ こ で 中 官 以 下 に つ い て の 饗 応 食 を 分 析し 、 宝 暦 信 使 と の 比 較を 試

み た。

方 法　 主 と し て 宗 家 記 録 類 よ り 対 象を 前 回 と 同 様 の 中 官 ・ 小 童、 通 詞 、 下 官 、 通 詞下 々

の4  段 階 に 分 け 、 各 々 の 参 ・ 下 向 及 び 朝 ・s  ■ 晩 の 各 献 立を 分 析し た。

結 果（1 ） 献 立 構 成 は 表 の 通 り-ご あ･S     ．　 （2 ） 格 差 要 因 は ④ 身 分＠ 食 事 区 分（ 晩 ＞ 昼 ＞ 朝ﾉ

c 参･ 下!≫!    （ 参 向 ＞下in! ) で あ る 。　 （3 ） 格 差 の 内 容 は ⑩ 汁 と 菜 の 数＠ 吸 物・ 肴 の 有 無 と

数 ○ 菓 子 の 有 無 と種 類 数 で あ る 。　 （4 ） 上 記 の 結果 は 宝 暦 信 使 と ほ ぽ 同 じ で あ る が 一 部 菜

よく幄
朝 昼 晩

汁　 菜　 肴　 菓 子 汁　 菜　 肴　 菓 子 汁　 菜　 吸 物　 肴　 菓 子

中 官 小t  { 参 ）

（ 下 ）

２　 ７　　２　　２

１　　５　　　　１

２　　７　　　　３

２　　６　　　　１

２　　８　　１　　　２　 ３

２　　６　　１　　　１　　２

通　　 祠(  参 ）

（ 下 ）

１　　５　　１　　１

１　　５　　　　１

２　　５　　１　　１

２　　５　　１　　１

２　6R　　　　 ２　　２

２　6  R　　　　 １　　１

下　　 ■a  （ 参 〉

（ 下 ）

１　　5④　　　 １

１　 ４　　　　 １

１　 ５　　　 １

１　　5④　　　 １

１　　６　　　　　 ｔ　　１

１　　５　　　　　　　 １

通 詞 下 々( 参 ）

（ 下 〉

ｔ　　４

１　　４

１　　４

１　　４

１　　４

１　　４

C 160

供

は

使

魚

興

れ

と

詞

ど

（

に

下

ど

詞

目

に

当

と

方

結

介

理

る

し

味

干

の

串

小

旬

が

理

的

よ

時

比

法

果

類

法

て

に

鮑

取

の 数 が 多 く（ ○ 数

字 ） 、 上 層 階 級 の

饗 応 食 縮 小･に 対 し

下 層 で は 影 響 が な

か っ たこ と か 伺 え

た 。

つ

の

較

で

よ

＠

蜜

は

）

り

朝 鮮 通 信 使 饗 応 食（ 第8  報)　 正 徳 信 使 饗 応 に 使 わ れ た 食 品 お よ び 調 理 法

香 川 県 明 善 短 大　　〇秋 山 照 子　　　　 長 崎 女 子 短 大　　 大 坪 藤 代

香 川 大 教 育　　 宮 川 金二 郎

通 信 使 の９ 割（ 約4    0   0 名 ） を 占 め る 中 官 以 下､の 陸 路 で の 食 事 は 、 沿it  渚Si の 支

だ が 、 毎 食 多 種 多 様 の 食 材 料 を 必 要 と し た 。 従 う て 使 用 頻度 の 高 い 食 品 、 調 理 法

庶 民 の 食構 造 を 反 映 し て い る と 思 わ れ る 。 そこ で 身 分 格 差を 見 る と 共 に 、 宝 暦 信

す る こ とに よ り 時 代 特 性を 検 討 し た。

第 ７ 報 に同 じ

(1 ） 使 用 頻 度 上 位 の 食晶 か ら み た 調 理 法 別 の内 容 は 次 の 通り で あ っ た。 ④ 汁 物 ；

は つ みい れを 最 高 に 鯛、 こ ち の順 で あ る 。 獣 鳥 肉 類（ 鴨 、 鶏 な ど ） の使 用 は 他 の

り 多 い 。 野 菜 で は 大 根を 中 心 に 牛 旁 、 葱 、 ＆ の 他 椎 茸 、 豆 腐･な ど が 取丿 合 わ せ ら

賄; い な だ、 ぽ ら 、 ひ ら め 、 な ま こ か 高 く 、 添 え に は 大 根 と 共 に 栗 、 生 姜 、 け ん

柑 、 柚 子、 金 柑 の 柑 橘 類 が 用 い ら れ た 。 ○ 焼 き 物 ； 鯛 、 鯵、 鰭 、 いfl  が 上 位 で 。

●　●　●　　　ぐ　●　寸か け 汁 、 か け 塩 が 、 薬味 と し て は生 姜 が 使 わ れ た 。c 煮 物； 魚 介 類 で は あ わ び

、 たこ （ 干 蛸 ） 、 串 な ま こ（ 煎 海 鼠)   が 高 く、 以 下 芋 類 （ 里 芋 、 山 芋 ） 、 牛 旁 な

合 わせ で あ る 。　(2 ） 宝 暦 信 使 と の 比 較 で は以 下 の違 い か 認 め ら れ た。R 干 物 類

鮑、 干 蛸 、 串 海 鼠 、 煎 海 鼠、 串 貝)    か 煮 物 に 多 い 。 ＠ 鶏 、 卵 が 煮 物 に'Jf な い 。c 汁 物

鳥 の 使 用 か 多 く 鶏 が 少 な い。 以 上 の 差 違 の 原 因 は、 饗 応 の 季 節（ 正 徳:    9 月 末 ～12 月

・ 宝 暦:    1 月 下 旬 ～ ４ 月 始 ） に よ る 食 材 料 の相 違、50 年一間 の 時 代 の 推 移 によ る 影 響 な

考え ら れる 。　(3) 同 一 調 理 法 内 で の 使 用 食 品 の 分 散 か み ら れ 、宝 暦 信 使 に 比 し て 、

内 容 の 定 型 化 傾 向 か 少 な い。


